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フェイスブックから！

ホームページ

フェイスブック

謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年から「議会だより」
を発刊して、今回で第４号の発刊となりました。又、市民の
皆様に「議会の事を報告」して、市民の皆様と「意見交換」
及び「情報を共有する事」によって市民の皆様に「身近な議会」
を目指す目的をもって「都城市議会報告会」を開催しました。
昨年８月18日の山之口勤労福祉センターをスタートに11月
27日の高崎総合支所での報告会まで、市内15地区の公民
館等で開催し、多数の御意見・要望等を頂きました。本当に
有り難う御座いました。今後も「市民に開かれた」議会を目
指し、広報広聴委員会一丸となって努力してまいります。
今後とも宜しくお願い致します。

都城市議会では、ホームページやフェイスブックで
議会情報を発信しています。ホームページやフェイ
スブックページのアドレスは下記のとおりですが、
インターネットで、「都城市議会」「都城市議会　ホー
ムページ」「都城市議会　フェイスブック」などで検
索していただいても見つかります。また、本会議開
催中は、ＢＴＶケーブルテレビの 121ch で、生中
継及び録画放送も行っていますので、ぜひ、ご覧く
ださい。

議会の概要や構成、議員名簿、議案、
審議情報、政務活動費の執行状況、
請願・陳情の提出方法、傍聴などに
ついて詳しく掲載しています。

市議会からのお知らせ、市議会の開
催内容や活動状況など、市議会に関
する情報について、ホームページと
連携して積極的に発信していきます。

http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp/

http://cms.city.miyakonojo.miyazaki.jp/display.
php?list=147

http://www.facebook.com/miyakonojocity.gikai

都城市ホームページ

都城市議会

〒885-8555　宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL：（0986）-23-7869
FAX：（0986）-25-7879
E-Mail：gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp

お問い合わせ

みやこのじょう

平成26年度より都城市議会では3月、6月、9月、12月の
定例議会ごとに市議会だよりを発行することになりました。

みやこんじょ大使　ぼんちくん

一般質問を傍聴中の県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校のみなさん

平
成
27
年
2
月
15
日
発
行

編
集
・
発
行
／
都
城
市
議
会
　
〒
885-8555　

宮
崎
県
都
城
市
姫
城
町
6
街
区
21
号
　
Tel.0986-23-7869　

Fax.0986-25-7879
み
や
こ
の
じ
ょ
う

〈 議 会 傍 聴 の ご 案 内 〉
みなさんによって選ばれた議員の活動や市政
の方針などを実際に見て、聞いてみませんか？
市議会は、3月、6月、9月、12月の定例議
会や臨時議会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案や請願などを審議します。傍聴席は、
市役所 6階にあり、どなたでも手続き不要で
入場できますので、ぜひ傍聴においでくださ
い。また社会見学や団体研修の場としても幅
広くご活用ください。

〈大規模災害対策特別委員会〉
新燃岳の再噴火、近い将来の発生が想定され
ている南海トラフ地震、近年頻発する異常気
象などによる大規模な風水害などについて、
調査・検討を行い、災害対策にかかる各種政
策の一層の充実強化を期すため、関係当局へ
の意見反映を図ることを目的としています。

・委 員 長：小玉忠宏
・副委員長：福島勝郎
・委　　員： 黒木優一　永田浩一　西川洋史　

荒神 稔　竹之下一美
迫間輝昭　音堅良一　森 りえ

2015
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11
月
14
日
か
ら
、
全
議
員
が
４
班
に
分
か
れ
て
各
地
区
公
民
館
等
に
お
い
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
８
月
の
報
告
会
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催
に

な
る
も
の
で
、
今
回
の
報
告
会
で
全
域
の
地
区
公
民
館
で
実
施
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

前
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら「
周
知
期
間
が
短
か
っ
た
」と
の
ご
指
摘
を

受
け
て
、
今
回
は
委
員
が
前
も
っ
て
各
地
区
公
民
館
の
役
員
の
皆
さ
ま
に
議
会
報
告

会
の
開
催
案
内
を
回
覧
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

寒
い
中
で
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
11
地
区
で
135
名
の
方
々
に
参
加
を
し
て

頂
き
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・都城市議会基本条例第九条に基づき「市民への報
告」と「市民との意見交換の場」としておこなう
ものです。
・この場でのご意見が直接的に当局の予算編成並び
に執行に反映されるものではありません。市政へ
の要望がある時は、市議会に対し、文書で請願ま
たは陳情をすることができます。（請願には紹介
議員が１名以上必要です。）

議会報告会とは
横市地区公民館

11
地
区
で

�
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

報告会での主な意見と答弁

Q 議員の定数削減はどうなっているのか。

A 議会改革特別委員会で検討して５名減の 29 名で意見が一致しました。今後、議会運営委員会での協議等を行いなが
ら手続きを進めていきます。

Q 降灰収集運搬業務での詐欺事件が発生したと聞いているが、議会ではどのように取り組ん
でいるのか。

A 新燃岳降灰収集運搬業務詐欺事件等調査特別委員会（百条委員会）で関係者への証人尋問を行いながら事件発生の原因
を究明しています。なお、証人尋問は 40 人近くになる見込みです。

Q ＰＲ事業のロゴマーク作成にどれくらい予算をつかったのか。また、地元で公募した方が
経費も安くなって良かったのではないか。

A ロゴマーク自体は 600 万円で総事業費は 1,100 万円程度です。紫舟さんは国際的にも有名な書家なので、このロゴマー
クを効率的に活用できるよう議会も提言していきます。

Q 都城志布志道路の進捗が遅すぎる。また、鹿児島県にもおくれをとっている。もっと予算
獲得の方策を考えてほしい。

A これまでに使った経費ベースでの進捗状況は決して鹿児島県に劣っているわけではありません。山間地と住宅地の用
地取得費の違いです。また、これまでにも行政、議会、民間が協力しながら関係省庁等への陳情活動を続けています。
今後とも早期完成にむけた取り組みを積極的におこなっていきます。

＊この他にも地区公民館や体育施設の建替えの要望や、道路補修等に関するご意見も数多く出されました。
　この中で回答を求められたものについては、後日ご連絡をさせていただき、それ以外のものについては、今後の
　議会活動の中で活かしていきます。
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各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。（質問順に掲載しています。）

一 般 質 問
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
、
妻
ヶ
丘
町
に
あ
る
都

城
運
動
公
園
体
育
施
設
の
管

理
委
託
を
都
城
市
体
育
協
会

か
ら
、
宮
崎
市
に
本
社
を
置

く
㈱
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
へ
変
更
す
る
も
の
。

問
な
ぜ
非
公
募
に
し
て
都
城

体
育
協
会
に
管
理
を
委
託
し

な
い
の
か
。

答
市
場
原
理
が
は
た
ら
き
、

よ
り
一
層
の
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
経
費
の
縮
減
が

期
待
さ
れ
た
の
で
、
公
募
し

た
。
結
果
、
㈱
文
化
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
委
託
す
る
こ

と
と
し
た
。

問
㈱
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
提
案
金
額
は
体
育
協
会

を
上
回
っ
て
い
る
、
こ
の
金

額
の
差
を
ど
う
見
る
の
か
。

答
提
案
の
金
額
で
、
十
分
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
有
効

活
用
が
図
ら
れ
る
か
ど
う
か

あ
る
い
は
、
事
業
計
画
の
実

現
可
能
性
が
反
映
さ
れ
た
収

支
計
画
で
あ
る
か
等
も
総
合

的
に
評
価
し
た
。

問
体
育
協
会
の
職
員
の
処
遇

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答
雇
用
す
る
財
源
が
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
体
育
協
会

の
理
事
会
等
で
ど
の
よ
う
な

体
制
に
す
る
か
、
今
後
、
判

断
さ
れ
る
。

都城
再生クラブ
三角 光洋

問
災
害
に
応
じ
た
避
難
所
の

利
用
に
つ
い
て

答
巨
大
地
震
時
の
避
難
所
に

つ
い
て
は
、
耐
震
性
の
あ
る

小
中
学
校
を
優
先
的
に
開
設

す
る
な
ど
の
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
耐
震
性
の
不
透
明
な
一
次

避
難
所
の
扱
い
に
つ
い
て

答
現
在
の
建
築
基
準
法
施
行

前
に
建
築
さ
れ
た
一
次
避
難

所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
順

次
耐
震
工
事
を
進
め
て
い
る
。

問
倒
壊
が
予
想
さ
れ
る
耐
震

性
の
な
い
住
宅
に
つ
い
て

答
住
宅
総
数
６
万
７
千
２
０

０
棟
の
う
ち
、
旧
基
準
の
住

宅
数
は
２
万
６
千
５
０
０
棟

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

耐
震
性
の
な
い
も
の
は
約

28
％
あ
る
。
対
策
と
し
て
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震

診
断
や
改
修
工
事
の
費
用
の

一
部
助
成
し
て
い
る
。

問
全
国
和
牛
共
進
会
へ
向
け

た
一
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

答
和
牛
共
進
会
出
品
対
策
協

議
会
を
設
立
し
、
関
係
者
一

体
と
な
り
優
秀
な
繁
殖
雌
牛

及
び
肥
育
牛
の
出
品
に
向
け

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
豚
流
行
性
下
痢
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
つ
い
て

答
説
明
会
や
研
修
会
、
防
疫

演
習
を
行
っ
て
お
り
今
後
も

防
疫
体
制
強
化
を
図
る
。

防
災
向
上
事
業
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た

事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
防
災
士
の
資
格
取
得
に
係

る
認
証
登
録
料
の
助
成
事
業

や
、
一
次
避
難
所
の
環
境
整

備
、
消
防
団
員
に
対
す
る
防

滴
型
無
線
機
の
配
布
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
空
き
家
問
題
は
条
例
を
制

定
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
都
城
市
で
は
「
管
理
不
十

分
な
空
き
家
に
関
す
る
担
当

者
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
相

談
窓
口
の
設
置
や
実
態
調

査
等
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
空
き
家
の
現

状
や
傾
向
を
分
析
し
な
が

ら
、
条
例
制
定
に
関
し
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
城
い
じ
め
問
題
再
調
査
委

員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
こ
の
委
員
会
の
目
的
と
実

際
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
こ
の
委
員
会
は
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
に
規
定
す
る

地
方
公
共
団
体
の
付
属
機
関

と
し
て
調
査
を
行
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
い
じ
め
防
止
対

策
専
門
委
員
会
が
行
う
調
査

結
果
を
受
け
て
、
市
長
が
必

要
あ
り
と
認
め
た
場
合
に
再

調
査
を
行
い
市
長
に
結
果
を

報
告
す
る
も
の
で
す
。

市民同志会
川内 賢幸

民主
児玉 優一

全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

�

※
全
員
協
議
会
と
は
　
市
政
の
重
要
案
件
に
関
し
、
担
当
部
局
か
ら
説
明
を
受
け
協
議

　
等
を
行
う
も
の
で
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い
て

･
建
設
場
所

：

山
田
町（
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
北
側
）

･
総
事
業
費

：

８
８
億
６
４
０
０
万
円
。

･
供
用
開
始

：

平
成
27
年
３
月
１
日（
日
）予
定
。

･
特
　
　
徴

：

こ
れ
ま
で
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
を
安
全
に
焼
却
し
、
ゴ
ミ
処
理
に
伴
い
発
生
す

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
て
発
電
さ
せ
る
等
。

○
燃
や
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ご
み
類

ビ
ニ
ー
ル
製
品

レ
ジ
袋
、お
菓
子
の
袋
等

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

洗
剤
の
空
き
容
器
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ

弁
当
ガ
ラ
等

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

色
つ
き
ト
レ
イ
、納
豆
パ
ッ
ク
等

靴

類

ス
ニ
ー
カ
ー
、パ
ン
プ
ス
、長
靴
等

革

製

品

革
の
ベ
ル
ト
、バ
ッ
グ
等

○
指
定
ご
み
袋
事
業
に
つ
い
て

･
価
格
の
見
直
し
：
２
０
５
円（
税
込
）→
３
２
４
円（
税
込
）

･
実
施
時
期
：
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
。

･
価
格
変
更
理
由
：
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
26
年
度（
見
込
み
）の
ご
み
袋
収
支

実
績
は
、
毎
年
度
１
２
０
０
万
円
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
総
額
お

よ
そ
７
０
５
３
万
２
千
円
と
な
る
見
通
し
。
こ
の
た
め
収
支
改
善
す
る
目
的

で
価
格
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。

○
元
清
掃
工
場
灰
埋
立
用
地
焼
却
灰
除
去
事
業
に
つ
い
て

　

本
件
は
、
元
清
掃
工
場
灰
埋
立
用
地
に
焼
却
灰
が
不
法
に
埋
却
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
除
去
事
業
で
す
。

･
除
去
量
：
当
初
計
画
１
１
０
０
０
㎡　

→　

１
５
０
０
０
㎡

･
除
去
費
用
：
当
初
１
億
５
３
９
万
円　
　

→　

１
億
４
５
３
９
万

･
搬
入
先
：
志
和
池
・
高
崎
最
終
処
分
場（
配
分
は
１
／
２
ず
つ
）

･
今
後
の
予
定
：
平
成
27
年
１
月
か
ら
焼
却
灰
の
運
搬
・
搬
入
を
始
め
、
平
成

27
年
４
月
に
完
成
検
査
予
定
。

　

１
月
９
日
、
本
年
３
月
に
本
格
稼
働
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

等
に
つ
い
て
担
当
部
か
ら
説
明
が
あ
り
、
各
議
員
か
ら
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
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問
旧
四
町
の
総
合
支
所
五
課

体
制
か
ら
三
課
体
制
へ
再
編

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
地
域

住
民
へ
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
を
招
か
な
い
か
？
伺
う
。

答
本
庁
と
同
じ
く
担
当
制
を

導
入
し
て
相
互
応
援
体
制
で

適
切
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
る
。
地
域
審
議
会
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
移
行

し
て
地
域
の
受
皿
と
な
る
。

問
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー
改
修

計
画
の
考
え
を
伺
う
。

答
三
課
体
制
移
行
後
の
状
況

を
検
証
し
総
合
支
所
庁
舎
と

し
て
の
可
能
性
を
精
査
す
る
。

問
高
崎
た
ち
ば
な
天
文
台
へ

多
方
面
に
渡
り
行
政
支
援
の

必
要
な
運
営
方
針
を
伺
う
。

答
施
設
の
人
員
配
置
及
び
、

経
費
や
天
体
観
測
に
支
障
の

な
い
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

問
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

成
人
式
典
に
お
け
る
自
分
へ

の
招
待
状
や
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
の
考
え
を
提
案
す
る
。

答
大
変
結
構
な
提
案
を
関
係

課
と
協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

問
都
城
市
の
学
校
二
学
期
制

導
入
の
考
え
を
問
う
。

答
本
市
の
二
学
期
制
度
や
土

曜
日
授
業
導
入
等
の
考
え
は

現
在
に
お
い
て
は
な
い
。

問
子
供
・
学
生
議
会
の
開
催

に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答
市
長
所
見
政
治
的
で
は
問

題
が
あ
る
が
、
社
会
経
験
と

し
て
市
長
部
局
で
協
議
す
る
。

進政会
荒神　稔

都城
再生クラブ
神脇 清照

問
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
が
遅

れ
て
い
る
理
由
は
？

答
国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備

交
付
金
が
平
成
24
年
度
以
降

要
望
通
り
配
分
さ
れ
て
い
な

い
た
め
。

問
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
早
水
公
園
内
の
体
育
施

設（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道

場
、
弓
道
場
）に
着
手
し
、

平
成
30
年
度
に
完
成
予
定
。

　

ま
た
、
高
崎
体
育
館
と
高

城
体
育
館
の
大
規
模
改
修
は

平
成
27
年
度
完
成
予
定
。

　

平
成
28
年
度
に
山
之
口
体

育
館
大
規
模
改
修
予
定
。

問
鷹
尾
上
長
飯
通
線
整
備
計

画
内
容
と
、
事
業
進
捗
状

況
、
ま
た
今
後
の
整
備
に
つ

い
て
。

答
現
在
、
未
整
備
区
間
と

な
っ
て
い
る
国
道
２
６
９
号

（
郡
元
町
）か
ら
Ｊ
Ｒ
早
水

踏
切
ま
で
の
約
１
㎞
の
整
備

で
、
通
学
路
と
し
て
歩
行
者

や
自
転
車
の
安
全
確
保
を
行

う
と
共
に
、
防
災
公
園
と
し

て
再
整
備
を
実
施
し
て
い
る

早
水
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
用
地
取
得
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
及
び
工
事
を

進
め
て
お
り
、
用
地
取
得
は

契
約
率
で
66
％
に
な
り
ま

す
。
国
道
２
６
９
号
か
ら
南

へ
約
２
０
０
ｍ
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
夏
に
供
用
開
始

で
き
る
見
込
み
で
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
平

成
26
年
）に
つ
い
て

問
要
望
4
年
連
続
一
位
に
商

店
街
の
活
性
化
と
あ
る
が
、

そ
の
中
心
的
な
大
丸
跡
地
賑

わ
い
の
取
戻
し
は
ま
ず
、
無

料
駐
車
場
確
保
を
優
先
す
べ

き
で
は
な
い
か

答
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
は

方
針
を
決
定
し
ま
す
。

問
家
庭
の
日
は
一
日
一
善
や

祝
祭
日
の
日
の
丸
掲
揚
、
優

待
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
用
を
市
民

に
広
く
行
う
べ
き
で
は

答
啓
発
・
実
行
に
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
。

問
市
営
合
祀
墓
地
計
画
は

答
市
民
か
ら
の
要
望
も
多
い

の
で
類
似
都
市（
宮
崎
市
等
）

も
参
考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
保
育
園
・
幼
稚
園
等
に
お

い
て
は
保
育
士
・
先
生
等
大

人
が
教
訓
を
ま
ず
体
験
し
現

場
で
子
供
達
と
一
緒
に
防
災

訓
練
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
各
自
然
災
害
や
人
的
災
害

に
つ
い
て
非
難
訓
練
等
を
指

導
者
と
共
に
実
施
を
勧
め
る
。

問
義
務
教
育
期
間
の
防
災
は

答
成
長
の
期
間
で
あ
る
の
で

自
助
を
ま
ず
優
先
し
、
教
育

基
本
方
針
で
も
防
災
訓
練
の

重
要
性
を
全
校
的
に
提
示
。

問
大
人
公
民
館
の
防
災
は

答
自
助
・
共
助
・
公
助
等
の

連
携
を
密
に
し
、
公
民
館
加

入
と
共
に
啓
発
に
努
め
る
。

いずみの会
徳留 八郎

本
市
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て

問
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫

体
制（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）は
？

答
平
成
23
年
に
県
が
作
成
し

た
「
宮
崎
県
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
き
実
施
。

問
養
鶏
農
家
に
対
し
て
の
助

成
制
度
の
内
容
は
。

答
養
鶏
農
家
生
産
向
上
緊
急

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
市
の
過
疎
地
域
に
お
け
る

小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み
は
。

答
全
小
中
学
校
で
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
市
の
統
廃
合
の
考
え
は
。

答
平
成
20
年
に
定
め
た
小
中

学
校
適
正
配
置
方
針
に
沿
っ

て
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

問
西
岳
地
区
の
学
校
統
廃
合

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答
学
校
統
廃
合
に
つ
き
ま
し

て
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

望
ま
し
い
教
育
環
境
が
一
番
。

地
域
は
子
ど
も
を
中
心
に
据

え
て
保
護
者
の
意
向
に
沿
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。

地
域
の
意
見
を
ま
と
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
灯
に
つ
い
て
。

問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
取
組
み
は
。

答
白
熱
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ

の
取
り
替
え
を
推
進
し
て
お

り
、
新
た
に
防
犯
灯
を
設
置

す
る
団
体
に
対
し
て
も
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

黎明
竹之下一美

市
職
員
採
用
に
つ
い
て

問
専
門
職
種
職
員
配
置
は
。

答
多
く
の
職
場
を
経
験
し
人

材
育
成
す
る
方
針
。
新
し
い

配
属
職
員
は
職
場
内
研
修
を

実
施
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
努
め
て

い
る
。

問
法
科
大
学
院
修
了
者
、
受

験
年
齢
引
き
上
げ
採
用
は
。

答
法
律
に
関
す
る
能
力
だ
け

で
は
な
く
、
総
合
的
な
能
力

を
判
断
し
採
用
。
年
齢
に
つ

い
て
は
組
織
全
体
の
年
齢
構

成
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
小
中
学
校
の
体
育
館
や

プ
ー
ル
の
脱
衣
所
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
の
設
備
は
。

答
57
校
全
て
に
設
置
、
避
難

が
長
期
化
し
た
時
の
利
用
を

考
え
、
全
て
の
避
難
所
へ
の

設
置
を
含
め
て
管
理
者
と
協

議
し
て
い
く
。

問
防
災
マ
ッ
プ
表
示
変
更
は
。

答
更
新
時
に
、
緊
急
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
離
着
陸
場
や
新
し
い

情
報
掲
載
、
色
刷
り
表
示
大

き
さ
を
含
め
検
討
す
る
。

発
達
障
が
い
へ
の
支
援

問
障
が
い
の
あ
る
子
供
達
の

支
援
と
手
続
き
は
。

答
医
療
費
の
市
単
独
助
成
は

な
く
全
て
に
対
応
し
て
い
な

い
が
障
が
い
者
総
合
支
援
法

に
定
め
る
助
成
を
利
用
、
現

在
一
ヶ
所
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
出
来
な
い
仕
組
み
で
す
。

公明党
大浦さとる

地
方
創
生
と
人
口
減
少
対
策

問
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

に
立
地
す
る
㈱
コ
ス
モ
ス
薬

品
の
会
社
概
要
と
操
業
ま
で

の
計
画
は
。

答
医
薬
品
や
食
料
品
の
仕
分

け
作
業
と
配
送
が
主
な
業
務

1
月
と
2
月
に
面
接
会
、
三

月
に
操
業
予
定
。
最
終
的
に

は
270
名
に
す
る
計
画
。

問
穂
満
坊
団
地
の
企
業
立
地

の
状
況
は
。

答
山
口
県
の
㈱
松
岡
の
立
地

が
決
定
。
大
型
の
冷
凍
冷
蔵

施
設
を
設
置
し
霧
島
酒
造
㈱

の
原
料
の
さ
つ
ま
い
も
を
保

存
す
る
業
務
。
12
月
着
工
。

問
地
元
の
人
材
や
労
働
力
を

確
保
す
る
た
め
地
元
の
大
学

等
に
入
学
し
た
学
生
の
授
業

料
等
の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

答
国
で
は
、
地
方
の
就
職
促

進
を
図
る
た
め
、
地
元
大
学

に
入
学
し
た
学
生
の
優
遇
措

置
を
す
す
め
て
い
る
。
本
市

で
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問「
都
城
市
・
教
育
の
日
」の
制

定
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
に

請
願
書
を
提
出
し
た
が
そ
の

後
の
取
り
組
み
は
。

答
合
併
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
28
年
2
月
18
日
を
「
都

城
教
育
の
日
」
に
制
定
。
教

育
に
関
す
る
関
心
を
高
め
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画

を
す
す
め
て
い
く
。 都伸クラブ

江内谷満義
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地
方
創
生
法
に
基
づ
く
本
市

の
施
策
・
方
向
性
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
対
策
の
主
な
施

策
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

答
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
特

に
進
む
中
山
間
地
域
等
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
本
年

３
月
に
策
定
し
た
、
中
山
間

地
域
等
振
興
計
画
を
推
進
す

る
、
ま
た
、
子
育
て
環
境
整

備
に
は
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
立
案
を
進

め
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、

乳
幼
児
期
、
学
齢
期
、
思
春

期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
支
援
策
に
取
り
組

む
。

問
本
市
の
今
後
の
取
り
組
み
、

及
び
方
向
性
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
総
合
戦
略
の
骨
子
案
で
あ

る
五
項
目
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
む

㈠
地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と

㈡
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
こ
と

㈢
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る
こ
と

㈣
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
ま

も
る
こ
と

㈤
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
、
庁
内
関
係
部
局
と

連
携
し
て
進
め
た
い

市
長
の
政
治
姿
勢

問
２
３
０
４
筆
と
い
う
「
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
小

学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
求
め
る
」
署
名
の
数
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

問
女
性
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

答
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

学
校
司
書
に
つ
い
て

問
計
画
的
な
配
置
が
な
さ
れ

る
の
か
。

答
計
画
は
な
い
が
、
国
や
県

に
対
し
て
12
学
級
以
上
の
小

中
学
校
に
は
司
書
を
配
置
す

る
だ
け
の
予
算
措
置
を
す
る

よ
う
に
市
町
村
教
育
委
員
会

共
同
で
要
望
し
て
い
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

問
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の

手
続
き
や
、
学
校
と
の
連
携

に
つ
い
て
。

答
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
は
５

カ
所
あ
る
。
利
用
希
望
者
は

市
に
給
付
申
請
を
行
う
と
と

も
に
、
計
画
相
談
支
援
事
業

者
へ
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
依
頼
を
す
る
。
そ
の

後
支
給
決
定
が
な
さ
れ
、
受

給
者
証
が
交
付
さ
れ
る
。

利
用
計
画
の
作
成
を
行
う

時
、
保
護
者
も
含
め
た
関
係

機
関
で
作
成
す
る
。
関
係
機

関
の
一
つ
と
し
て
、
学
校
も

参
加
す
る
。

日本共産党
森　りえ

進政会
相葉 一夫

問
都
城
が
輩
出
し
た
偉
人
や

名
誉
市
民
等
を
顕
彰
し
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
。
例
え
ば

市
役
所
の
ロ
ビ
ー
等
に
設

け
、
子
ど
も
達
に
は
夢
の
あ

る
取
り
組
み
を
。

答
教
育
部
長　

歴
史
資
料
館

や
美
術
館
、
島
津
邸
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
歴
史
的
背
景

も
あ
り
現
状
の
方
法
で
顕
彰

し
て
参
り
た
い
。

問
市
長
の
『
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
想
』
と

『
県
立
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

誘
致
』
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
市
長　

財
源
等
を
考
慮
し

計
画
を
進
め
て
参
り
た
い
。

県
立
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
に

つ
い
て
は
、
市
長
会
な
ど
で

お
願
い
し
て
い
る
。

問
『
財
団
法
人
都
城
市
体
育

協
会
』
が
委
託
管
理
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
。
新
年
度

か
ら
市
外
の
業
者
が
管
理
す

る
す
る
こ
と
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答
市
長　

適
正
な
公
募
の
結

果
で
あ
る
。

問
『
都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
駐
車
場
』
請
願
採
択
後
一

年
を
経
過
す
る
。
そ
の
後
の

取
り
組
み
は
・
・
。

答
市
民
生
活
部
長　

先
方
か

ら
の
回
答
待
ち
。 いずみの会

小玉 忠宏

いずみの会
迫間 輝昭

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
11
月
30
日
現
在
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
金
件
数
９
５
３

１
件
で
総
額
１
億
８
１
１
４

万
に
な
り
頂
い
た
寄
附
金
ど

の
様
に
活
用
さ
れ
る
の
か

答
特
産
品
と
し
て
肉
と
焼
酎

を
１
億
４
１
１
１
万
円
分
発

送
し
残
り
の
４
０
０
３
万
円

頂
き
子
供
支
援
、
街
づ
く
り

支
援
、
環
境
支
援
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
支
援
、
長
寿
支

援
、
人
口
対
策
支
援
等
に
活

用
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
経
済

効
果
は
本
市
に
１
億
８
１
１

効
果
と
し
て
ど
の
位
な
る
か

答
特
産
品
購
入
料
１
億
４
１

１
１
万
が
地
域
経
済
に
循
環

す
る
事
、
寄
附
金
の
増
加
に

よ
る
市
の
財
政
効
果
、
効
外

的
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
増
大
す

る
。

問
市
長
は
昨
年
共
進
会
対
策

室
を
設
置
さ
れ
た
理
由
は

２
０
１
７
年
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
和
牛
共
進
会
で

本
市
か
ら
県
代
表
牛
を
出
品

す
る
意
味
で
対
策
室
を
設
置

さ
れ
た
と
思
う
が
今
回
の
県

畜
産
共
進
会
結
果
に
つ
い
て

答
出
品
牛
の
状
態
が
昨
年
よ

り
格
段
に
良
く
な
っ
て
い
る

事
そ
し
て
生
産
者
の
ま
と
ま

り
や
や
る
気
思
い
が
一
段
と

強
く
な
っ
て
い
る
事
を
感
じ

一
致
団
結
し
て
前
進
す
る
事

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
下
水
道
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て

問
多
額
の
事
業
費
を
擁
す
る

下
水
道
事
業
、
特
に
接
続
率

属
率
の
低
下
が
目
立
っ
て
き

た
が
、
今
後
も
計
画
を
進
め

る
の
か

答
国
の
事
業
認
可
が
降
り
て

い
る
沖
水
地
区
小
松
原
地
区

祝
吉
地
区
に
つ
い
て
は
計
画

を
遂
行
す
る
。

問
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か答
下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制

度
を
利
用
し
て
、
下
水
路
管

の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
、
す
で
に
下
水
路
管
の
緩

効
性
を
行
っ
て
い
る
。

問
企
業
会
計
へ
の
移
行
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

答
公
共
下
水
道
の
財
政
健
全

化
派
の
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
本
市
で
は
、
地

方
公
営
企
業
法
適
用
を
来
年

度
か
ら
、
予
定
し
て
い
る
。

問
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
の

際
上
乗
せ
補
助
金
の
予
定
は

答
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

問
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
本
年
８
月

に
事
業
採
択
を
受
け
た
が
市

と
し
て
の
今
後
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答
本
年
度
は
、
道
路
予
備
設

計
を
行
い
、
28
年
度
以
降
用

地
買
収
を
進
め
、
10
年
後
完

成
予
定
と
し
て
い
る
。

住
宅
用
火
災
報
知
器
に
つ
い

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
、
救

急
救
命
士
に
つ
い
て

問
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
に
な
っ
た
の
は

何
時
か
ら
の
設
置
で
す
か
。

答
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義

務
化
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

16
年
消
防
法
の
改
正
に
伴

い
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年

6
月
1
日
か
ら
既
存
住
宅

は
、
平
成
23
年
6
月
1
日
ま

で
に
設
置
で
す
。

問
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
場
所
と
種
類
は
あ
る
の
で

す
か
。

答
住
宅
の
寝
室
と
し
て
使
用

全
て
の
部
屋
と
寝
室
が
あ
る

階
の
階
段
の
上
部
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

警
報
器
の
種
類
は
、
煙
で
感

知
す
る
煙
感
知
器
と
周
囲
の

温
度
が
一
定
温
度
に
達
す
る

と
感
知
す
る
熱
感
知
器
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的

に
は
煙
感
知
器
の
設
置
で
す

が
調
理
に
よ
る
煙
が
発
生
す

る
台
所
に
は
、
熱
感
知
器
の

設
置
と
な
り
ま
す
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
。

答
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
各

小
中
学
校
、
公
民
館
、
公
共

施
設
等
を
中
心
に
１
１
７
箇

所
１
１
９
台
設
置
で
す
。
な

お
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
集
客
が
で
き
る
店

舗
に
も
設
置
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
が
市
と
し
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

社民
福島 勝郎

進政会
坂元 良之
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問
医
療
・
介
護
総
合
法
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、「
介
護
難
民
」

問
題
は
、
い
っ
そ
う
深
刻
化

す
る
。
整
備
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
高
齢
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

サ
ー
ビ
ス
移
行
で
き
る
か
、

検
討
を
急
ぐ
。

問
65
歳
の
誕
生
日
前
の
介
護

保
険
料
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
わ
か
り
や
す
く
改
善
す
る
。

問
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
単
位
ク

ラ
ブ
づ
く
り
へ
の
支
援
を
強

め
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

組
織
づ
く
り
を
急
ぐ
べ
き
。

答
会
員
数
の
増
加
の
た
め
空

店
舗
の
活
用
な
ど
、
居
場
所

作
り
に
支
援
を
す
る
。

問
市
営
住
宅
の
水
洗
化
の
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
都
北
団
地
66
戸
は
現
在
進

行
中
。
西
栫
団
地
54
戸
は
平

成
27
年
度
ま
で
に
設
計
を
三

和
団
地
32
戸
は
来
年
度
調
査

す
る
。

問
過
疎
化
対
策
の
た
め
に
も

水
洗
化
し
、
若
者
単
身
入
居

を
進
め
る
べ
き
。

答
高
崎
、
山
之
口
地
区
の
一

部
で
単
身
入
居
が
で
き
る
。

問
医
療
費
の
支
払
い
に
困
っ

た
時
の
国
保
一
部
負
担
金
減

免
制
度
は
、
利
用
し
や
す
く

規
定
を
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
今
の
所
考
え
て
い
な
い
。

日本共産党
畑中ゆう子

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問
「
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

内
容
に
つ
い
て

答
通
信
販
売
関
係
、
借
金
問

題
、
多
重
債
務
問
題
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
本
市
の
特
殊
詐
欺
の
被
害

状
況
に
つ
い
て

答
都
城
警
察
署
管
内
で
、
平

成
26
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で

の
件
数
は
３
件
、
被
害
総
額

は
、
１
億
１
７
７
０
万
円
で

す
。

問
注
意
喚
起
を
促
す
ス
テ
ッ

カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

答
特
殊
詐
欺
の
手
口
に
、
電

話
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
を
踏
ま
え
た

対
策
に
つ
い
て

答
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
女
性
の
人
権
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
職
場

に
お
け
る
モ
ラ
ル
及
び
環
境

の
問
題
で
す
。
積
極
的
に
そ

の
解
消
に
向
け
た
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

就
労
支
援
意
識
の
啓
発
に

努
め
、
女
性
が
安
心
し
て
、

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

公明党
佐藤 紀子

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問
妊
婦
歯
科
検
診
を
実
施
す

る
考
え
は
？

答
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
の
で
、
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

問
保
育
園
等
か
ら
小
学
校
へ

継
続
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
子
ど
も
健
や
か
応

援
事
業
実
施
の
考
え
は
？

答
子
育
て
・
療
育
支
援
相
談

ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
予
定
。

問
子
ど
も
家
庭
応
援
ブ
ッ
ク

作
成
の
考
え
は
？

答
来
年
３
月
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
今
後
は
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
策
定
も
検
討
し

て
い
く
。

問
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
と
健
康
セ
ン
タ
ー
の

関
連
性
、
役
割
分
担
の
考

え
。

答
両
方
の
機
能
連
携
が
図
ら

れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
に

繋
が
り
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
も
寄
与
で
き
る
。

問
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
取

組
み
の
進
捗
状
況
は
？

答
骨
子
案
を
作
成
し
、
懇
話

会
よ
り
意
見
を
聴
取
し
て
条

例
案
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。

問
女
性
議
会
の
再
開
に
向
け

て
の
取
組
み
の
考
え
は
？

答
女
性
団
体
等
の
積
極
的
か

つ
自
主
的
な
要
請
が
あ
れ

ば
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

黎明
下山 隆史

動
物
愛
護
の
取
組
に
つ
い
て

問
平
成
25
年
度
、
本
市
の
犬

猫
の
引
取
数
と
処
分
率
は
。

答
引
取
数
は
６
６
０
頭
。
処

分
率
は
犬
42
・
９
％
、
猫
89
・

１
％
。

問
動
物
愛
護
推
進
委
員
数
は
。

答
本
年
度
は
県
内
31
名
。
都

城
管
内
は
4
名
。

問
本
市
に
犬
猫
譲
渡
推
進
協

働
事
業
の
動
物
愛
護
団
体
は
。

答
当
事
業
の
運
営
を
実
施
す

る
施
設
と
運
営
団
体
は
な
い
。

問
犬
の
登
録
数
と
犬
の
狂
犬

病
の
予
防
接
種
率
は
。

答
犬
の
登
録
数
９
，
８
０
３

頭
。予
防
接
種
率
約
77
・
２
％

に
低
下
。

問
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
県
外

事
例
と
施
術
費
用
は
。

答
横
浜
市
と
茨
城
県
獣
医
師

会
が
助
成
事
業
を
実
施
し
、

施
術
費
用
は
数
千
円
程
度
。

問
本
市
の
地
域
猫
へ
の
不
妊

去
勢
費
用
の
支
援
助
成
は
。

答
地
域
全
体
の
合
意
が
必
要

な
条
件
で
す
の
で
、
繁
殖
制

限
措
置
等
を
調
査
研
究
す
る
。

問
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
避
難
で

は
、
飼
い
主
が
最
低
限
の
非

常
携
行
品
の
準
備
を
す
る
様

に
な
っ
て
い
る
が
、啓
発
は
。

答
愛
護
動
物
の
救
護
活
動
の

対
象
は
原
則
、
犬
猫
で
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
指
針
と
し

て
、
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

問
地
域
防
災
計
画
で
の
救
護

動
物
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答
関
係
機
関
と
連
携
し
て
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

公明党
音堅 良一

問
消
費
税
増
税
の
影
響
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
な
ど
の
取

組
は
し
な
い
の
か
。

答
県
内
の
景
気
は
一
部
に
弱

さ
あ
る
も
の
の
緩
や
か
な
回

復
を
し
て
い
る
。
経
済
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
な
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

問
現
在
の
空
き
家
等
の
苦
情

処
理
は
、
山
田
で
空
き
家
が

倒
壊
し
た
事
例
が
発
生
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
。

答
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き

事
案
別
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。
本
庁
は
環

境
政
策
課
・
支
所
は
市
民
課

で
対
応
し
て
い
る
。
９
月
に

所
有
者
に
指
導
し
た
が
、

11
月
に
倒
壊
し
た
も
の
で

す
。
今
回
の
事
案
は
歩
道

上
に
家
屋
が
倒
壊
し
て
お

り
、
幸
い
け
が
人
等
の
発
生

は
な
く
今
後
危
険
家
屋
等
の

調
査
な
ど
早
急
に
対
応
し
て

い
く
。

問
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

を
受
け
て
の
対
応
は
。

答
「
管
理
不
十
分
な
空
き
家

に
関
す
る
担
当
者
会
議
」
を

発
足
さ
せ
て
お
り
必
要
な
取

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問
定
住
対
策
と
し
て
の
空
き

家
対
策
は
。

答
空
き
家
購
入
や
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
に
対
す
る
補
助
に
つ

い
て
は
「
都
城
市
移
住
・
定

住
促
進
対
策
委
員
会
の
中
で

研
究
し
て
い
く
。 日本共産党

有田 辰二

問
Ｊ
Ａ
都
城
和
牛
生
産
課
の

技
術
員
が
数
年
で
配
置
転
換

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
が

共
進
会
対
応
の
指
導
レ
ベ
ル

の
低
下
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
配
置
転
換
せ
ず
継

続
し
て
指
導
出
来
る
体
制

は
取
れ
な
い
の
か
と
組
合

長
、
担
当
部
長
に
申
し
上
げ

ま
し
た
。
同
様
に
行
政
も
継

続
し
な
が
ら
担
当
の
後
継
者

を
養
成
す
る
体
制
は
取
れ
な

い
の
か
。

答
高
い
技
術
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
Ｊ
Ａ
都
城
の
職
員
の
か

た
方
が
お
ら
れ
る
、
そ
の
職

員
方
と
一
緒
に
研
修
等
を
通

し
て
研
鑽
を
重
ね
さ
せ
、
共

進
会
出
品
候
補
牛
作
り
に
意

欲
的
な
農
家
の
組
織
化
、
及

び
技
術
研
修
等
を
先
進
地
に

学
ん
で
、
Ｊ
Ａ
都
城
関
係
者

と
市
の
職
員
が
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
来
年
度
か
ら
要
支
援
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
国
か
ら
市
町

村
に
移
行
さ
れ
る
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

答
要
支
援
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
る
通
所
介
護
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
ま
で
同
様
に
専

門
職
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
。
訪
問
介
護
も
今
ま
で

と
同
様
、
介
護
保
険
事
業
の

中
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

いずみの会
永田 照明
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総
合
支
所
３
課
体
制
と
ま
ち

づ
く
り

問
総
合
支
所
の
今
後
と
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
へ
の
期
待
。

答
住
人
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
さ

け
総
合
支
所
機
能
を
維
持
し

て
い
く
。
ま
ち
協
は
早
い
設

置
を
期
待
し
て
お
り
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問
商
工
会
の
存
在
と
商
品
券
。

答
地
域
活
性
化
に
必
要
な
存

在
で
組
合
員
の
減
少
問
題
も

抱
え
て
い
る
市
と
し
て
補
助

金
や
派
遣
な
ど
経
営
支
援
を

し
て
い
く
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
国
の
交
付
金
の
動
き
に

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
。

問
市
の
照
明
電
気
代
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
導
入
で
財
源
確
保
に
。

答
約
１
億
２
千
６
２
４
万
円

が
照
明
費
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
電
気

料
金
の
削
減
や
環
境
に
も
導

入
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
る

の
で
削
減
効
果
の
高
い
所
か

ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
全
国
共
進
会
に
向
け
た
長

期
和
牛
専
門
技
術
員
の
確
保

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
上
位
入
賞
の
た
め
に
は
生

産
者
Ｊ
Ａ
都
城
行
政
関
係
団

体
の
一
体
化
が
不
可
欠
で
農

家
と
接
す
る
Ｊ
Ａ
都
城
技
術

員
の
存
在
は
大
き
い
、
肉
用

牛
改
良
等
の
経
緯
を
熟
知
し

さ
ら
に
上
を
目
指
す
技
術
指

導
が
求
め
ら
れ
る
。
和
牛
共

進
会
出
品
対
策
協
議
会
で
技

術
員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

都伸クラブ
榎木 智幸

全
庁
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
各
部
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
推
進
の
取
り
組
み
の

調
整
や
統
括
は
ど
の
様
に

行
っ
て
い
る
の
か

答
本
年
６
月
に
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
街

づ
く
り
の
方
針
に
基
づ
い
た

各
種
施
策
や
取
り
組
む
事
業

及
び
対
策
の
整
合
性
を
確
保

す
る
た
め
の
都
城
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
庁
内
調

整
会
議
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。

問
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
庁
内
調
整
会
議
と
は
具

体
的
に
ど
の
様
な
も
の
か
、
開

催
状
況
や
協
議
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
て
ほ
し
い

答
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
５
月
１
日
に

関
係
課
会
議
を
開
催
し
庁
内

調
整
会
議
の
設
置
趣
旨
や
土

地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
概
要
の
説
明
を
行
い
共
通

の
理
解
を
図
っ
た
上
で
６
月

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
調

整
会
議
は
土
木
部
長
が
議
長

と
な
り
関
係
課
長
で
構
成
し

て
お
り
ま
す
。
10
月
24
日
に

第
一
回
の
会
議
を
開
催
し
特

定
用
途
制
限
地
域
や
特
別
用

途
地
区
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
に
関
す

る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
全
庁
的
に
調
整
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

就
任
２
年
目
の
市
長
の
政
治

姿
勢
の
成
果
に
つ
い
て

問
財
政
健
全
化
の
指
標
は
良

い
が
、
市
民
に
夢
を
与
え
る

総
合
運
動
公
園
建
設
は
考
え

ら
れ
な
い
か
？

答
県
の
木
花
運
動
公
園
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市

に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

れ
ば
意
義
が
あ
る
と
私
自
身

感
じ
る
。
た
だ
夕
張
市
が
破

綻
し
た
こ
と
で
自
治
体
が
お

か
れ
て
い
る
立
場
が
全
然
違

う
こ
と
が
絶
対
的
な
と
こ
ろ

で
す
。
昔
で
あ
れ
ば
、
あ
れ

も
こ
れ
も
出
来
た
が
、
今
は

あ
れ
か
、
こ
れ
し
か
出
来
な

い
状
況
で
あ
る
。「
市
長
答
弁
」

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問
現
在
の
陸
上
競
技
場
の
建

設
年
度
い
つ
か
？

答
建
設
年
度
は
、
１
９
６
３

年（
昭
38
）、
51
年
前
で
す
。

問
本
市
で
大
会
前
に
陸
上
す

る
青
少
年
が
全
天
候
型
の
練

習
場
所
は
ど
こ
で
す
る
の

か
？

答
宮
崎
市
・
小
林
市
・
日
南

市
・
串
間
市
・
霧
島
市
な
ど

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

問
本
市
で
全
天
候
型
に
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
？

答
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
に

沿
っ
て
計
画
し
て
い
る
。
30

年
以
降
に
つ
い
て
は
見
直
し

も
考
え
て
い
る
。
ご
理
解
を

問
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

あ
る
市
民
と
の
七
つ
の
約
束

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
地
場
産
業
支
援
は
21
件
の

企
業
誘
致
と
、
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
が
あ
る
。
行
政

改
革
で
は
、
１
４
０
名
の
職

員
削
減
が
来
年
度
ま
で
に
達

成
で
き
そ
う
で
あ
る
。
市
債

は
、
後
年
度
交
付
税
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
に
移
行
し

て
い
る
。

問
中
山
間
地
域
の「
し
ご
と
」

の
創
生
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
雇
用
の
場
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
地
域
資
源
を
活
か

し
、
六
次
産
業
化
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
中
山
間
地
域
で
は
、
移
動

手
段
が
少
な
い
。
地
域
公
共

交
通
を
ど
う
し
て
い
く
か
。

答
地
域
の
方
か
ら
移
動
手
段

の
相
談
を
頂
い
て
い
る
。
地

域
に
合
っ
た
方
法
を
考
え
て

い
く
。

問
浸
水
被
害
対
策
の
小
田
川

改
修
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
測
量
設
計
は
終
了
し
て
い

る
。
用
地
取
得
を
進
め
、
28

年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

問
消
防
団
の
庄
内
分
団
か
ら

三
つ
の
部
を
統
合
し
た
い
と

の
要
望
に
対
す
る
考
え
は
。

答
統
合
に
つ
い
て
は
真
摯
に

受
け
止
め
て
い
る
。
防
災
拠

点
と
な
る
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
と
運
営
費
負
担
に
つ

い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

答
平
成
25
年
度
全
体
利
用
者

数
が
１
万
５
９
３
０
人

都
城
市
→�

１
万
３
５
０
人

三
股
町
→�

１
７
９
３
人

曽
於
市
→�

１
８
７
９
人

志
布
志
市
→�

５
６
９
人

小
林
市
→�

３
６
１
人

え
び
の
市
→�

６
２
人

高
原
町
→�

１
０
１
人

平
成
25
年
度
運
営
費
負
担

都
城
市
→
約
１
億
９
千
万
円

三
股
町
→
約
３
０
７
６
万
円

曽
於
市
→
約
３
２
０
０
万
円

志
布
志
市
約
１
０
６
７
万
円

小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原

町
の
２
市
一
町
→�

０
円

問
西
諸
地
域
の
二
市
一
町
は

志
布
志
市
と
利
用
者
数
が
匹

敵
す
る
。
こ
の
状
態
が
長
年

続
い
て
い
る
。急
病
セ
ン
タ
ー

の
移
転
で
利
用
者
は
増
え

る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
初
期
救
急
医
療
が
整
っ
て

な
い
自
治
体
は
負
担
金
の
拠

出
は
極
め
て
当
た
り
前
の
姿

で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後

も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
交

渉
し
て
ま
い
り
た
い
。

提
急
病
セ
ン
タ
ー
の
不
足
額

は
毎
年
約
２
億
７
千
万
円
あ

り
ま
す
。
西
諸
地
域
の
利
用

者
分
は
１
千
万
円
以
上
に
上

り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続
く

な
ら
個
人
負
担
の
利
用
料
を

請
求
す
べ
き
だ
と
思
う
。

進政会
長友 潤治

いずみの会
榆田　勉

自民党
西川 洋史

都伸クラブ
黒木 優一

問
職
員
の
天
下
り
禁
止
条
例

制
定
の
国
の
状
況
に
つ
い

て
。

答
平
成
19
年
国
家
公
務
員
法

を
改
正
し
職
員
Ｏ
Ｂ
が
離
職

後
５
年
間
は
天
下
り
が
禁
止

さ
れ
て
お
り
監
察
官
へ
の
届

け
出
義
務
と
違
反
時
は
懲
戒

処
分
や
過
料
等
制
裁
措
置
・

懲
役
の
刑
事
罰
等
が
規
定
さ

れ
公
務
の
公
平
性
、
国
の
信

頼
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問
県
や
他
市
町
村
の
天
下
り

条
例
整
備
状
況
は
。

答
平
成
26
年
５
月
14
日
地
方

公
務
員
法
・
地
方
独
立
行
政

法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
現
在
は
全

く
再
就
職
先
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問
都
城
市
の
天
下
り
禁
止

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

答
昨
年
の
地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
基
づ
き
都
城
の
実
状

に
あ
っ
た
条
例
制
定
に
早
急

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
市
の
指
導
で
設
立
さ
れ
た

一
般
廃
棄
物
組
合
が
、
こ
の

２
月
に
解
散
す
る
が
、
そ
の

横
領
事
件
の
返
済
金
の
所
在
と

責
任
に
つ
い
て
。

答
只
今
係
争
中
で
あ
り
約

８
千
万
円
の
返
還
金
は
会
計

検
査
で
発
覚
し
国
の
補
助
金

で
も
あ
り
今
後
弁
護
士
と
協

議
し
て
い
く
。

無所属の会
杉村 義秀
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◆
平
成
26
年
度

都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

●
歳
入
予
算
総
額

�

４
億
９
９
８
０
万
５
千
円

●
歳
出
予
算
総
額

�

３
億
６
５
９
１
万
５
千
円

◇
主
な
審
査
概
要

◎
総
合
政
策
部

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

に
要
す
る
経
費
、
都
城
市
合

併
算
定
替
逓
減
対
策
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
、
な
ど
を
審
査
し

ま
し
た
。

◎
総
務
部

　

庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に

要
す
る
経
費
、
都
城
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
な
ど
を
審
査
し
ま
し

た
。

◎
市
民
生
活
部

　

志
和
池
地
区
・
庄
内
地
区

及
び
山
田
地
区
の
地
域
活
性

化
事
業
に
要
す
る
経
費
、
な

ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
反
対
討
論
）
こ
の
条
例
は
、

任
期
付
職
員
と
い
う
こ
と
で

任
期
が
３
年
以
内
と
な
っ
て

い
る
。
専
門
的
な
資
格
を
有

す
る
職
員
は
、
正
規
の
職
員

と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る

の
で
、
こ
の
条
例
の
制
定
に

は
反
対
で
あ
る
。

◦
採
決
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

◎
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
早
水
公

園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
外
７

施
設
）

（
反
対
討
論
）
宮
崎
市
の
会

社
が
指
定
管
理
者
の
候
補
と

な
っ
て
い
る
が
、本
件
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
で

あ
り
、
経
験
豊
富
な
地
元
の

団
体
も
応
募
し
て
い
る
。
地

元
の
施
設
は
、
自
分
た
ち
で

管
理
し
た
い
と
い
う
意
欲
の

あ
る
地
元
の
団
体
が
あ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
地
元
経
済
を

潤
す
意
味
か
ら
も
、
今
回
は

非
公
募
に
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
こ
の
団
体
が

提
案
し
た
金
額
は
、
今
回
、

指
定
管
理
者
候
補
と
し
て
上

が
っ
て
い
る
会
社
よ
り
も
１

年
間
で
４
５
６
万
円
安
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の

審
査
項
目
で
及
ば
な
か
っ
た

た
め
、
僅
差
で
敗
れ
、
選
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
選
定

結
果
に
は
納
得
で
き
な
い
の

で
反
対
で
あ
る
。

（
賛
成
討
論
）
す
べ
て
の
指

定
管
理
者
議
案
を
公
平
に
審

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
議
案
に
つ
い
て
も
、
総

合
得
点
方
式
で
あ
が
っ
て
き

た
選
定
委
員
会
の
審
査
結
果

を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

◦
採
決
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

◆
平
成
26
年
度

都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

●
歳
入
予
算
総
額

�

３
６
０
６
万
７
千
円

●
歳
出
予
算
総
額

�

１
億
１
９
７
２
万
１
千
円

◇
主
な
審
査
概
要

◎
福
祉
部

　

新
た
に
、
軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
費
、
都
城
市
い
じ
め
問
題

再
調
査
委
員
会
費
及
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
時
間
延

長
支
援
事
業
を
計
上
す
る
こ

と
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

◎
教
育
委
員
会

　

市
美
術
展
事
業
費
を
減
額

す
る
一
方
、
小
学
校
管
理
費

及
び
中
学
校
管
理
費
等
を
組

み
替
え
る
と
と
も
に
、
体
育

施
設
維
持
管
理
費
等
を
増
額

す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

◎
都
城
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　

保
険
税
適
正
賦
課
及
び
収

納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
費

並
び
に
償
還
金
等
を
増
額
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

◎
都
城
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
を
増
額
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
及
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
を
減
額
し
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

及
び
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
等
を
増
額
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
い
じ
め
問
題
再
調

査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

に
規
定
す
る
、
い
じ
め
問
題

に
関
す
る
重
大
事
態
が
発
生

し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
場

合
に
、
市
長
が
当
該
重
大
事

態
へ
の
対
処
又
は
発
生
防
止

を
目
的
と
し
た
調
査
を
実
施

す
る
付
属
機
関
を
設
置
す
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

利
用
協
定
書
の
変
更
に
関
す

る
協
定
書
に
つ
い
て

　

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
関
し
、
三
股
町
、

鹿
児
島
県
の
曽
於
市
、
志
布

志
市
と
締
結
し
て
い
る
協
定

書
に
つ
い
て
、
同
施
設
の
移

転
に
伴
い
、
協
定
書
の
内
容

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
審

査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

◎
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

各
施
設
の
指
定
管
理
者
を
議

案
の
と
お
り
指
定
す
る
も
の

で
す
。
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◇
意
見
・
要
望

　

新
た
な
、「
軽
度
・
中
等

度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成

事
業
」
と
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
開
所
時
間
延
長
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
市

民
へ
の
周
知
を
十
分
図
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会
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◆
平
成
26
年
度

都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

●
歳
入
予
算
額
総
額

�

３
１
４
８
万
９
千
円

●
歳
出
予
算
額
総
額

�

１
０
２
４
万
２
千
円

◇
主
な
審
査
概
要

◎
歳
出
予
算
の
主
な
も
の

　

街
路
樹
の
管
理
に
要
す
る

経
費
及
び
公
園
の
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費
等
を
増
額
す

る
一
方
、
御
池
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
に

要
す
る
経
費
と
し
て
平
成
25

年
度
決
算
に
基
づ
く
、
消
費

税
申
告
に
よ
る
消
費
税
還
付

額
の
確
定
に
伴
い
、
御
池
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
減
額
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
都
城
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
の
一
部
（
第
１

有
水
団
地
１
戸
・
桜
馬
場
団

地
14
戸
・
第
１
軍
神
原
住
宅

８
戸
）
を
用
途
廃
止
す
る
た

め
、
所
要
の
改
定
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◎
都
城
市
特
定
用
途
地
区
及

び
制
限
地
域
に
お
け
る
建
築

物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
に
作
成
し
た

都
城
市
土
地
利
用
誘
導
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
方
針
に
沿
っ
て

特
定
用
途
地
区
及
び
制
限
地

域
を
導
入
す
る
と
と
も
に
建

築
基
準
法
第
49
条
第
１
項
・

２
項
及
び
、
第
50
条
の
規
定

に
基
づ
い
て
特
定
用
途
制
限

地
区
及
び
地
域
内
に
お
け
る

建
築
物
制
限
及
び
工
作
物
の

用
途
、
並
び
に
建
築
物
等
の

制
限
構
造
に
関
す
る
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
都
城
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

都
城
市
特
別
用
途
地
区
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
伴
い
、

特
定
に
よ
る
建
築
許
可
を
受

け
る
際
の
申
請
に
関
す
る
必

要
な
申
請
手
数
料
を
追
加
す

る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◦
採
決
結
果

　

都
城
市
特
別
用
途
地
区
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

と
、
都
城
市
手
数
料
の
一
部

を
改
定
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
と
三
股
町
と
の
境

界
付
近
に
お
け
る
下
水
道
施

設
を
相
互
の
住
民
に
供
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て

　

都
城
市
と
三
股
町
と
の
境

界
付
近
の
住
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
お
互
い
の
下
水

道
施
設
を
相
手
方
住
民
に
利

用
に
供
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
、
審
査
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

◆
平
成
26
年
度

都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

●
歳
入
予
算
総
額

�

１
億　

３
９
７
万
９
千
円

●
歳
出
予
算
総
額

�

１
億
７
５
４
９
万
８
千
円

◇
主
な
審
査
概
要

　

市
町
村
森
林
所
有
者
情
報

整
備
事
業
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
用
備
品
購
入
費
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

務
委
託
に
要
す
る
経
費
の
増

額
、
都
城
茶
商
工
業
協
同
組

合
が
補
助
事
業
に
よ
り
整
備

し
た
施
設
の
財
産
処
分
に
よ

る
国
・
県
へ
の
補
助
金
返
還

金
、
県
単
独
か
ん
が
い
排
水

事
業
費
・
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
費
等
の
増
額
等
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
農
業
集
落
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

安
久
地
区
農
業
集
落
下
水

道
処
理
施
設
の
屋
根
修
繕
に

係
る
費
用
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。
本
予
算
は
、
施
設
屋

根
の
老
朽
化
に
伴
い
、
屋
根

の
全
面
改
修
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
既
存
屋
根
材
の
耐
用

年
数
の
超
過
、
雨
漏
り
に
よ

る
施
設
機
器
故
障
の
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎
都
城
市
高
城
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
等
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

高
城
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

建
設
費
の
繰
上
償
還
に
よ
る

地
方
債
償
還
金
お
よ
び
高
城

竹
楽
の
サ
ト
の
陶
芸
用
電
気

釜
の
修
繕
料
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

高
城
竹
楽
の
サ
ト
に
お
け

る
陶
芸
用
電
気
釜
に
お
い
て

は
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
お

り
、
修
繕
を
行
う
も
の
で

す
。

◎
そ
の
他
の
審
査
に
つ
い
て

　

高
崎
大
牟
田
農
産
加
工
セ

ン
タ
ー
及
び
高
崎
江
平
農
産

加
工
調
理
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
高
崎
町
農

産
加
工
セ
ン
タ
ー
事
業
協
同

組
合
を
指
定
、
又
、
都
城
市

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
、
都
城
市

農
業
集
落
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
、
及
び
、
都

城
市
山
之
口
総
合
交
流
活
性

化
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
に
準

じ
て
、
一
般
職
員
の
給
与
を

改
定
、
及
び
、
人
事
異
動
に

伴
い
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
費
で
あ
る

「
現
地
確
認
調
査
に
伴
う
必

要
経
費
」
の
増
額
、
中
心
市

街
地
中
核
施
設
整
備
に
係
る

用
地
・
建
物
取
得
費
及
び
補

償
金
の
増
額
、
企
業
立
地
促

進
奨
励
補
助
金
の
増
額
、
み

や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
推
進
費
、

桜
並
木
通
り
ぼ
ん
ぼ
り
及
び

イ
ベ
ン
ト
用
ぼ
ん
ぼ
り
の
購

入
費
等
が
計
上
さ
れ
審
査

し
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◎
要
望

　

平
成
27
年
３
月
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
本
格
稼
働
に
よ

り
、
ご
み
収
集
運
搬
の
燃
料

費
増
大
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
経
費
削
減
の
取
り
組
み

を
要
望
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
委
員
会
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みやこのじょう市議会だより　No.4

 平成26年　12月定例議会　議案等の議決状況　期間：11月28日～12月18日

議案番号 議　案　名 議決結果
128 号 専決処分した事件の報告及び承認について 可決
129 号 都城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 可決
130 号 都城市合併算定替逓減対策基金条例の制定について 可決
131 号 都城市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 可決
132 号 都城市山田町公の施設条例の一部を改正する条例の制定について 可決
133 号 都城市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
134 号 都城市いじめ問題再調査委員会条例の制定について 可決
135 号 都城市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について 可決
136 号 都城市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の制定について 可決
137 号 都城市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決
138 号 都城市特別用途地区における建築物の制限に関する条例の制定について 可決
139 号 都城市特定用途制限地域における建築物等の制限に関する条例の制定について 可決
140 号 都城市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決
141 号 平成 26 年度都城市一般会計補正予算（第４号） 可決
142 号 平成 26 年度都城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
143 号 平成 26 年度都城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決
144 号 平成 26 年度都城市農業集落下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
145 号 平成 26 年度都城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
146 号 平成 26 年度都城市御池簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
147 号 平成 26 年度都城市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
148 号 平成 26 年度都城市高城健康増進センター等管理事業特別会計補正予算（第１号） 可決
149 号 平成 26 年度都城市水道事業会計補正予算（第２号） 可決
150 号 三股町との定住自立圏の形成に関する変更協定の締結について 可決
151 号 鹿児島県曽於市との定住自立圏の形成に関する変更協定の締結について 可決
152 号 鹿児島県志布志市との定住自立圏の形成に関する変更協定の締結について 可決
153 号 都城市指定金融機関の指定について 可決

154号～187号 公の施設の指定管理者の指定について 可決
188 号 都城救急医療センター利用協定書の変更に関する協議について 可決
189 号 都城救急医療センター利用協定書の変更に関する協議について 可決
190 号 都城救急医療センター利用協定書の変更に関する協議について 可決
191 号 都城市と三股町との境界付近における下水道施設を相互の住民に供させることについて 可決
192 号 財産の処分について 可決
193 号 都城市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
194 号 都城市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
195 号 平成 26 年度都城市一般会計補正予算（第５号） 可決
196 号 平成 26 年度都城市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
197 号 平成 26 年度都城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決
198 号 平成 26 年度都城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決
199 号 平成 26 年度都城市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号） 可決
200 号 平成 26 年度都城市農業集落下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決
201 号 平成 26 年度都城市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決
202 号 平成 26 年度都城市御池簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決
203 号 平成 26 年度都城市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
204 号 平成 26 年度都城市電気事業特別会計補正予算（第２号） 可決
205 号 平成 26 年度都城市山之口総合交流活性化センター特別会計補正予算（第１号） 可決
206 号 平成 26 年度都城市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
207 号 工事請負契約の締結について 可決
208 号 工事請負契約の締結について 可決
209 号 議決事項の変更について 可決
210 号 都城市教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 同意
211 号 都城市固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 同意
212 号 都城市固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 同意
213 号 都城市固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 同意

諮問 7 号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 同意
報告 26 号 専決処分した事件の報告について

委員会提出議案 2 号 都城市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決
議 員 提 出 議 案 9 号 適正な法曹人口のための法曹養成制度の抜本的見直しを求める意見書 可決
議員提出議案 10 号 「山村振興法」の延長及び地域林業・地域振興の確立に向けた施策の拡充を求める意見書 可決



（11）

平成２６年　１２月定例議会　表決結果
議案 86件　議員提出議案 2件、委員会提出議案１件、諮問１件中賛否が分かれた議案のみ掲載しています。
○は賛成した議員　●は反対した議員　―は欠席　棄権：採決時に退席した議員

請願や意見書の内容については、都城市のホームページからご覧になれます。

 都城市ホームページ → 市議会を身近に → 議会の審議情報 → 市議会の付議案件 → 平成 26 年 12 月定例会付議事件一覧

議案番号 131号 138号 139号 140号 170号 議
員
提
出
議
案
9
号

適
正
な
法
曹
人
口
の
た
め
の
法
曹
養
成
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

議案名

都
城
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

都
城
市
特
別
用
途
地
区
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

都
城
市
特
別
用
途
制
限
地
域
に
お
け
る
建

築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

都
城
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
外
７
施
設
）

相葉　一夫 ○ ● ● ●

無
記
名
投
票
の
結
果
、
可
否
同
数
だ
っ
た
た
め
、
議
長
裁
決
で
可
決
と
し
た
。

○
荒神　　稔 ○ ● ● ● ○
有田　辰二 ● ○ ○ ○ ○
江内谷満義 ○ ○ ○ ○ ○
榎木　智幸 ○ ○ ○ ○ ○
大浦さとる ○ ○ ○ ○ ○
音堅　良一 ○ ○ ○ ○ ○
上坂　月夫 ○ ○ ○ ○ ●
神脇　清照 ● ○ ○ ○ ○
川内　賢幸 ○ ● ● ● ○
蔵屋　　保 ○ ○ ○ ○ ○
黒木　優一 ○ ○ ○ ○ ○
小玉　忠宏 ● ○ ○ ○ ●
児玉　優一 ○ ○ ○ ○ ○
坂元　良之 ○ ○ ○ ○ ○
迫間　輝昭 ● ○ ○ ○ ●
佐藤　紀子 ー ー ー ー ー
下山　隆史 ○ ○ ○ ○ ○
杉村　義秀 ○ ● ● ● ○
竹之下一美 ○ ○ ○ ○ ○
筒井　紀夫 ○ ○ ○ ○ ○
徳留　八郎 ● ○ ○ ○ ●
永田　浩一 ○ ○ ○ ○ ○
中田　　悟 ○ ○ ○ ○ ○
永田　照明 ● ○ ○ ○ ●
長友　潤治 ○ ● ● ● ○
西川　洋史 ○ ○ ○ ○ ○
榆田　　勉 ● ○ ○ ○ ●

にれた よしひろ ○ ○ ○ ○ ○
畑中ゆう子 ● ○ ○ ○ ○
福島　勝郎 ○ ○ ○ ○ ○
三角　光洋 ● ○ ○ ○ ○
森　　りえ ● ○ ○ ○ ○
永山　　透 ※ ※
議決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決

・・・表決は電子採決で・・・

各議員の議席にある採決ボタン

議案第131号の表決結果は議場内
のモニターに写真のように表示

　今議会から、採決方法が電
子採決（押しボタン式）となり
ました。
　議員が議席にある「賛成」、
「反対」のボタンを押すと、そ
の結果がモニター画面に表示
されます。
　また、傍聴席やケーブルテ
レビからも、賛否が分かるよ
うになりました。

※議長職のため表決に参加しない



も っ と 知 り た い、 自 分 の 街 の こ と。

平成26年　12月定例議会

市議会だより

市
議
会
だ
よ
り

No.4

No.4

議会報告会…………………………P2

一般質問……………………………P3

常任委員会報告……………………P8

議案議決状況………………………P10

編 集 後 記議会情報はホームページや
フェイスブックから！

ホームページ

フェイスブック

謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年から「議会だより」
を発刊して、今回で第４号の発刊となりました。又、市民の
皆様に「議会の事を報告」して、市民の皆様と「意見交換」
及び「情報を共有する事」によって市民の皆様に「身近な議会」
を目指す目的をもって「都城市議会報告会」を開催しました。
昨年８月18日の山之口勤労福祉センターをスタートに11月
27日の高崎総合支所での報告会まで、市内15地区の公民
館等で開催し、多数の御意見・要望等を頂きました。本当に
有り難う御座いました。今後も「市民に開かれた」議会を目
指し、広報広聴委員会一丸となって努力してまいります。
今後とも宜しくお願い致します。

都城市議会では、ホームページやフェイスブックで
議会情報を発信しています。ホームページやフェイ
スブックページのアドレスは下記のとおりですが、
インターネットで、「都城市議会」「都城市議会　ホー
ムページ」「都城市議会　フェイスブック」などで検
索していただいても見つかります。また、本会議開
催中は、ＢＴＶケーブルテレビの 121ch で、生中
継及び録画放送も行っていますので、ぜひ、ご覧く
ださい。

議会の概要や構成、議員名簿、議案、
審議情報、政務活動費の執行状況、
請願・陳情の提出方法、傍聴などに
ついて詳しく掲載しています。

市議会からのお知らせ、市議会の開
催内容や活動状況など、市議会に関
する情報について、ホームページと
連携して積極的に発信していきます。

http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp/

http://cms.city.miyakonojo.miyazaki.jp/display.
php?list=147

http://www.facebook.com/miyakonojocity.gikai

都城市ホームページ

都城市議会

〒885-8555　宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL：（0986）-23-7869
FAX：（0986）-25-7879
E-Mail：gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp

お問い合わせ

みやこのじょう

平成26年度より都城市議会では3月、6月、9月、12月の
定例議会ごとに市議会だよりを発行することになりました。

みやこんじょ大使　ぼんちくん

一般質問を傍聴中の県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校のみなさん

平
成
27
年
2
月
15
日
発
行

編
集
・
発
行
／
都
城
市
議
会
　
〒
885-8555　

宮
崎
県
都
城
市
姫
城
町
6
街
区
21
号
　
Tel.0986-23-7869　

Fax.0986-25-7879
み
や
こ
の
じ
ょ
う

〈 議 会 傍 聴 の ご 案 内 〉
みなさんによって選ばれた議員の活動や市政
の方針などを実際に見て、聞いてみませんか？
市議会は、3月、6月、9月、12月の定例議
会や臨時議会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案や請願などを審議します。傍聴席は、
市役所 6階にあり、どなたでも手続き不要で
入場できますので、ぜひ傍聴においでくださ
い。また社会見学や団体研修の場としても幅
広くご活用ください。

〈大規模災害対策特別委員会〉
新燃岳の再噴火、近い将来の発生が想定され
ている南海トラフ地震、近年頻発する異常気
象などによる大規模な風水害などについて、
調査・検討を行い、災害対策にかかる各種政
策の一層の充実強化を期すため、関係当局へ
の意見反映を図ることを目的としています。

・委 員 長：小玉忠宏
・副委員長：福島勝郎
・委　　員： 黒木優一　永田浩一　西川洋史　

荒神 稔　竹之下一美
迫間輝昭　音堅良一　森 りえ

2015


